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Ⅰ 学校での食物アレルギーのある児童生徒への対応 

１ 食物アレルギー対応における基本的な考え方 

  学校において食物アレルギーのある児童生徒への対応を理解し推進するにあたっては、まず、

食物アレルギーやアナフィラキシーに関して正しい知識を持つことが前提であり、食物アレルギ

ー（特にアナフィラキシー）の対応は、原因となっている食品を除去することが基本である。 
  除去食を行う場合、栄養の偏りや不足を生じることがあり、主治医の指導を受けながら進める

ことが望ましいこと、原因となる食品やアレルギー症状の程度は一人ひとり異なっていることな

どから、主治医からの管理指導表等に基づき学校での対応を保護者と話し合い、主治医の指示に

基づいた支援を行うことにより、成長期にある児童生徒の健全な発育・発達を促していくことが

必要である。 
しかし、大規模調理を行う給食センターでは、個別調理の食物アレルギー対応食の提供が困難

な状況である。そこで、本町における食物アレルギーのある児童生徒の対応の柱として、 
 
Ａ 教職員等への食物アレルギーやアナフィラキシーに関して正しい知識の普及 
Ｂ 管理指導表（医学的根拠）に基づいた個別取組プランの作成 
 

を今後の対応の基軸として取り組んでいく。 
 
２ 「個別取組プラン」作成の流れ 

学校における給食や食物・食材を扱う活動、宿泊を伴う活動については、食物アレルギーのあ

る児童生徒へ配慮が必要となる。 
具体的に配慮すべきことを明らかにし、確実に実施していくために、各々の児童生徒に対して

「食物アレルギー個別取組プラン（様式６）」（以下「個別取組プラン」という。）を作成するこ

とが必要となる。 
 
（１）作成の体制 

「食物アレルギー校内検討委員会」（職員会議などの活用も可）を設置し、「個別支援プラン」

を作成する。同委員会は、各職員の役割（P３の「学校での各職員の役割」参照）を明確にする

とともに、作成した「個別支援プラン」を全職員に周知し取り組む。 
 

食物アレルギー校内検討委員会メンバー 

•管理職（校長、教頭）・学校医（必要に応じて） 

•担任、学年主任・学校薬剤師（必要に応じて） 

•養護教諭・保健主事 

•栄養教諭・学校栄養職員等、調理員・給食指導主任 

•子どもルーム職員（必要に応じて）        など 

 

①食物アレルギーについては、養護教諭や栄養教諭・学校栄養職員等が中心となって検討する。  

②アナフィラキシー発症時の対応等については、担任教諭や保健体育科担当教諭、養護教諭など

が中心となって検討する。 
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（２）作成に必要な書式（詳細は様式編を参照） 

 
参考様式 文 書 名 

様式１ 学校生活管理指導表（食物アレルギー用） 

＊1 管理指導表は、主治医（専門医）の診断および検査結果等、医学的根拠によ

り、記入されるものである。また、この管理指導表に基づいて、学校と保護

者が緊急時の対応等について確認する。 

管理指導表の記入にあたっては、文書料がかかる場合がある。 

＊2食物アレルギーのみ（他の疾患との重複なし）の児童生徒が活用し、経年 

使用は可能だが、少なくとも年１回の追加記載が必要となる。 

 

様式２ 主治医・保護者の方へ 

管理指導表の記載方法についての説明文。管理指導表を保護者に配布する際 

に一緒に配布する。 

 

様式３ 食物アレルギーに関する調査票（保護者記入用①） 

就学時健康診断で調査票を配布し、原因食品や症状等を把握する。これにより、

小学校入学直後から給食センター方式による学校給食でのアレルギー対応を図

る。 

様式４ 食物アレルギーに関する調査票（保護者記入用②） 

個々の原因食品や症状について把握するため、保護者に作成してもらう。 

 

様式５ 保護者との面談時の補足確認用メモ（職員用） 

管理指導表の補足確認用のメモ。保護者との面談時に作成する。 

 

様式６ 食物アレルギー個別取組プラン 

学校において、食物アレルギーのある児童生徒に対して、学校において配慮 

・管理すべきことをまとめた必須の様式。様式１・２・４・５及び保護者との面

談に基づき、食物アレルギー校内検討委員会で作成・決定する。本プラン 

は全教職員で共有する。 

 

様式７ 緊急時個別対応カード 

アナフィラキシーを発症したときの具体的な対応策をまとめたカード。本カー

ドは「個別取組プラン（様式６）」と併せて全教職員が共有する。 
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３ 学校での各職員の役割 

食物アレルギー対応が必要な児童生徒のために、校長の指導のもと、それぞれの 

職務に応じて、関係職員で「食物アレルギー校内検討委員会」等を組織し、学校全 

体で対応していく。食物アレルギー対応について、日ごろからの校内の共通理解を 

図っていくとともに積極的に連携・協力していくことが大切である。 

職種 役割 具体的な役割分担 

管理職 

（校長、教頭） 

総括責任者 •「食物アレルギー校内検討委員会」の設置 

•「個別取組プラン（様式６）」の最終決定 

• 保護者との面談の際、基本的な考え方等を説明 

• 全教職員への「個別取組プラン（様式６）」の周知徹底 

• 事故発生時の迅速かつ適切な対応 

担任等 学校生活に

おける配慮 

•「個別取組プラン（様式６）」案（学校生活における配慮に 

ついて）の作成 

• 保護者との面談 

•「食物アレルギー校内検討委員会」に参画 

•「個別取組プラン（様式６）」の共有 

• 児童生徒が安全に学校生活が送れるよう配慮 

• 毎日のアレルギー対応食の確認（誤食の防止） 

• 他の児童生徒への食物アレルギーの正しい知識・理解の指導 

• 対象児童欠席時の給食室への連絡 

• 事故発生時の迅速かつ適切な対応 

• 宿泊を伴う活動の際の事前相談（様式９参照） 

養護教諭 児童生徒の

健康状況の

把握と集約 

 

学校医や 

主治医との

連携 

• 食物アレルギーのある児童生徒の調査、把握 

•「個別取組プラン（様式６）」（疾患、病型、持参薬、緊急時

対応）の作成 

• 保護者との面談 

•「食物アレルギー校内検討委員会」に参画 

•「個別取組プラン（様式６）」の共有 

•「緊急時個別対応カード（様式７）」の作成と保管及び全教 

職員への周知 

• 主治医や学校医と連携し、緊急時対応を事前確認 

• 緊急時薬の管理 

• 事故発生時の迅速かつ適切な対応 

• 他の児童生徒への食物アレルギーの正しい知識・理解の指導 

栄養教諭 

学校栄養職員 

調理員 

給食指導主任 

安全な給食

の提供 

•「個別取組プラン（様式６）」（給食での配慮）の作成 

• 保護者との面談 

•「食物アレルギー校内検討委員会」に参画＊栄養職員 

•「個別取組プラン（様式６）」の共有 

• 給食対応 

a 献立表の作成 

b 混入事故のない調理の管理 

c 調理員等との連携や教育 

d 保護者との定期的な面談 
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４ 食物アレルギーのある児童生徒の把握から取り組み実施までのフローチャート  

 

１ 食物アレルギーのある児童生徒の把握 

 

•食物アレルギーがあり、配慮・管理が必要な児童生徒の把握及び必要書類の配布 

  

 

 

•新入生… 

 

 

 

 

 

 

 

•在校生… 

 

 

 

 
 

•中学校への進学時は、入学直後からセンター方式による給食での対応を図るため、様式３

を小学校から引き継いでおき、中学校入学説明会の際に該当生徒の保護者に「様式４」を配

布し、提出を促す。 

•必要書類を配布する際には、管理指導表の医師による記載が有料になる場合があることを 

保護者に伝える。 

•保護者からのヒアリングにおいて、医師が学校での取り組みを必要としないと判断した場 

合や家庭での管理を行っていない場合は原則提出の対象外となる。 
 

 

 

２ 保護者との面談の実施：希望内容の聞き取り（個別対応の必要な生徒のみ） 

•保護者より「学校生活管理指導表（様式２）」及び「食物アレルギーに関する調査票（様式

４）」の提出後、保護者との面談を実施し当該児童生徒の病態や希望内容を確認する。 

•保護者との確認事項 

①給食…除去する食品、給食で対応可能な範囲の確認、他の児童生徒への指導・伝達する

ことについての確認（☛原因食品を食べることについての危険性について伝えて

良いかの確認） 

②授業・運動等…学校等での活動、食物依存性運動誘発アナフィラキシーの確認 

③薬の保管管理、緊急時の対応…内服薬等管理、緊急時対応の確認 

•面談の際には、保護者との確認事項をチェックするための資料として、「保護者との面談時

の補足確認用メモ（教職員用）様式５」等を活用する。 

 

 

①１０月初旬「食物アレルギーに関する調査表」（様式３）を学校教育課から保護者に

送付⇒各校で行う就学時健診の際に回収する。 

②「食物アレルギーに関する調査表」（様式３）の食物アレルギーの項目に記載のあっ

た児童に、２校合同で行う就学時健診時に「様式４」を配布する。さらに、個別対

応を希望する際は「様式１,２」を配布する。入学前説明会時に回収する旨を伝える。 

③アレルギー疾患のある児童については相談を受け付ける旨を保護者に伝える。 

①１１月中旬「食物アレルギーに関する調査表」（様式３）を活用し調査する。 
②アレルギー疾患のある児童生徒については相談を受け付ける旨を保護者に伝える 
＜初年度のみ＞「食物アレルギーに関する調査表」（様式３）の食物アレルギーの項目

に記載のあった児童に「様式４」を配布する。さらに、個別対応を希望する際は「様

式１,２」を配布する。 
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３「食物アレルギー個別取組プラン」（様式６）及び「緊急時個別対応カード」（様式７）の作成 

•学級担任、学年主任、養護教諭、栄養教諭・学校栄養職員等が提出された管理指導表等に

基づき、学校としての取り組みを検討し「食物アレルギー個別取組プラン(案)(様式６)」

及び「緊急時個別対応カード(様式７)」を作成する。 

•学校は、主治医による管理指導表等の記載内容をふまえて学校での取り組みと保護者との

連携について、それぞれの児童生徒に適した対応を確認する。 

 

 

４ 食物アレルギー校内検討委員会の開催  

(管理指導表の共有：管理指導表に基づく校内での取り組みの検討・準備) 

•校内検討委員会を開催し「食物アレルギー個別取組プラン(案)(様式６)」を検討する。 

•管理職、担任、養護教諭、栄養教諭・学校栄養職員等が中心となり、取り組み実践にむけ

た準備を行う。 

①個々の児童生徒の病型・症状等に応じた緊急体制の確立（医療機関・保護者との連携） 

②食物アレルギー対応の対象児童生徒の一覧表を作成（個々の「個別支援プランとともに

保管） 

 

 

５「個別取組プラン」及び「緊急時個別対応カード」の 全職員への周知 

•職員会議などを活用して「食物アレルギー個別取組プラン(様式６)」及び「緊急時個別 

対応カード(様式７)」を全職員へ周知する。管理指導表の保管場所や個々の児童生徒の 

対応方法についても全教職員への周知を図る。保護者の希望内容を確認する。 

  

 

６ 給食（アレルギー対応食）を開始したら… 

•翌月の献立表を用いてアレルギー対応の確認を行う（保護者、担任、栄養教諭・学校栄養

職員等）。 

   ・資料からどの献立が除去食になるか確認しあい、「アレルギー対応用献立表（資料９）」を

作成し、必ず情報を共有すること。 

•食物アレルギーにおける「学校生活管理指導表(様式２)」は１年毎に更新し、再検討する。 

 

 

７「個別取組プラン」の中間評価 

•定期的に（特にアナフィラキシーが発症した後は必須）、校内検討委員会において、「食物

アレルギー個別取組プラン(様式６)」を中間評価し、必要な修正を加える。 
 

 

８ 次年度に活用する書類の配布など 

 

•学校での配慮や管理を継続する児童生徒の保護者に対し、次年度活用する書類を配布する。 
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Ⅱ 食物アレルギーの児童生徒への学校給食提供について 

１ 食物アレルギーのレベル別対応 

※「アレルギー対応用献立表」については、資料９参照。 

 レベル１ 「アレルギー対応用献立表」による対応 

 

 

 

 

  １ 給食センターは、全学校に毎月資料の提供を行う。＊主な食材料名を記入した献立表     

＜栄養士＞ 

   ２ 各学校で、資料提供が必要な保護者及び教職員に、事前に「アレルギー対応用献立表」

を配付する。※加工食品については、特にアレルギーを起こしやすい物質について表示

が義務付けられているので、情報を提供する。 

＜担任・養護教諭・給食主任＞ 

   ３ 保護者と児童生徒は配付された資料を基に、除去する食品を確認し、チェックした献立

表を担任に提出し連絡する。                     ＜保護者⇒担任＞ 

   ４ 学級担任は除去する食品と給食献立を日々確認する。また、担任が不在の場合の対応に

ついて明確にしておく。                           ＜学校＞ 

レベル２ 弁当対応 

 

 

 

 

 

   １ 「アレルギー対応用献立表」を基に、保護者と相談し、事前に弁当で代用するものを持

参する。                                               ＜保護者⇒担任＞ 

   ２ 弁当を給食時間まで安全で衛生的に管理する。（冷蔵庫で保管する等） 

＜担任⇒学校＞ 

   ３ 校内の共通理解を図るとともに、他の児童生徒への理解が得られるような指導を行う。                                    

＜担任⇒学校＞ 

 

 

 

 

 

 

 

「アレルギー対応用献立表」を各家庭に事前に配付し、それをもとに保護者や担任な

どの指示、もしくは児童生徒自身の判断で、給食から原因食品を除外しながら食べる

対策。すべての対応の基本である。レベル２でもレベル１の対応は実施する。 

レベル１の対応をしていく中で、給食調理で除去食の提供が困難な場合、給食の一部につ

いて弁当を持参してもらう。 
完全弁当対応：学校給食を中止して弁当を持参する。 
一部弁当対応：除去が困難でどうしても対応が困難な献立において、弁当を持参する。 
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２ レベル別対応の配慮事項 
給食センターでは、食物アレルギー専用の施設・設備が整っていないことから、食物アレルギー

対応の「レベル１」と「レベル２」の対応とする。「学校生活管理指導表（様式２）」及び「食物

アレルギーに関する調査票（様式３・４）」に基づき対応する。 

 

Ａ 献立表対応 及び 除去食（自己除去）対応の場合（レベル１）  

 食物アレルギーのある児童生徒の家庭、担任等に、「アレルギー対応用献立表（資料９）」

を配布する。保護者と食べられる献立や自己除去する献立を相談し、決定する。  

食物アレルギーのある児童生徒が除去する食品を把握し自己除去できるよう、保護者に協力

を求める。 

担任等も除去する食品を正しく把握しておく。特に低学年では、自己管理能力が不十分な児

童生徒も在籍するため、担任等が補助をする。  

 

Ｂ 弁当対応の場合（レベル２）  

食物アレルギーのある児童生徒の家庭、担任等に「アレルギー対応用献立表（資料９）」を

配布する。保護者と給食が食べられる日と弁当持参の日を相談し、決定する。 

アレルギーの原因食品と同等の栄養価の確保ができる食品選択と献立を考えることができ

るよう保護者に助言する。 

持参した弁当は安全かつ衛生的に保管できるよう、状況によっては職員室（冷蔵庫）等での

保管も検討する。（夏季の高温時や教室移動で教室が無人になる時など）   

 

レベル１～２の共通事項  

予定献立の変更があった場合、変更後の食材にアレルギーの原因食品が入っていないか確認

する。変更後、必要に応じてその都度保護者と連絡をとり、対応について相談する。  

保護者と相談し、決定した内容については本人にもよく理解してもらう。  
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Ⅲ 緊急時（アナフィラキシー発症）の対応 

☛緊急時に備えて、「緊急時個別対応カード（様式７）」を作成し、緊急時の対応について 

は「緊急時対応経過記録表（様式８）」に記録する。 

 

１ 緊急時の備え 

緊急時の対応に備えて大事なのは、学校職員の当事者意識と危機管理能力である。日頃から

以下の準備を行い、「緊急時個別対応カード（様式７）」を作成しておく必要がある。 

 

（１）職員の役割分担 

緊急時に各職員が具体的に何をするか決める。  

→ 緊急時対応のフローチャート（資料１）を参照 

例１）学校における役割分担モデル       例２）養護教諭不在時モデル  

 

役割分担のポイント  

校長などの管理職は状況を把握、分析して対応を決定する。 

児童生徒のケアをする者、救急車の要請（119番通報）をする者など少なくとも２名から

３名程度で対応する。 

養護教諭不在時の対応等について事前に共通理解を図っておく。 

 

（２）連絡先の確認  

保護者及び医療機関などの電話番号を確認し、「緊急時個別対応カード（様式７）」に記載

しておく。  

 

（３）緊急時に搬送できる医療機関の確保  

主治医のいる医療機関に搬送できる場合  

日頃から保護者と、どのような症状の時に搬送すべきかなどの情報を共有し確認しておく

ことが大切である。→「緊急時個別対応カード（様式７）」に記載  

主治医のいる医療機関に搬送できない場合  

緊急時の救急隊および保護者の判断に委ねる。 

 

（３）校外学習・宿泊を伴う活動時の備え  

  緊急時に備えて、事前に保護者と面談し、「校外学習・宿泊を伴う活動 確認シート（様式８）」

を作成しておく。 

 

職員 主な役割 

管理職 ・職員へ対応の指示 

養護教諭 ・症状対応と状態観察及び記録 

・主治医、学校医への連絡 

担任等 ・保護者への連絡 

・救急車の要請（119番通報） 

・養護教諭の補助 

・周囲の児童生徒への対応 

職員 主な役割 

管理職 ・職員へ対応の指示 

担任・ 

担当 

・症状対応と状態観察及び記録 

・主治医、学校医への連絡 

学年主任等 ・保護者への連絡 

・救急車の要請（119番通報） 

・担任や担当の補助 

・周囲の児童生徒への対応 
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資 料 編 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料１  緊急時のフローチャート 
 資料２  アレルギー症状への対応の手順 
 資料３  Ａ 施設内での役割分担 
 資料４  Ｂ 緊急性の判断と対応 
 資料５  Ｃ エピペン○Ｒの使い方 
 資料６  Ｄ 緊急要請（１１９番通報）のポイント 
 資料７  Ｅ 心肺蘇生とＡＥＤの手順 
 資料８  Ｆ 症状チェックシート 
 資料９  アレルギー対応用献立表（例） 
 



 
 
 
 
 
 
 
 

様 式 編 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

様式１  学校生活管理指導表（食物アレルギー用） 
 様式２  主治医・保護者の方へ 
 様式３  食物アレルギーに関する調査票（保護者記入用①） 
 様式４  食物アレルギーに関する調査票（保護者記入用②） 
 様式５  保護者との面談時の補足確認用メモ（教職員用） 
 様式６  食物アレルギー個別取組プラン 
 様式７  緊急時個別対応カード 
 様式８  緊急時対応経過記録票 
 様式９  校外学習・宿泊を伴う活動 確認シート 
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